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名

オ
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ル
見
や

(Al
cester)
｡

英
蘭
ウ
オ

リ
ッ
ク
シ
ャ

(w
a
r
wi
ck
sh
ire
)
の
開
市
部
食
｡

ア
-
ン

(A
tne)
河

及
び
ア

ユ
A
r
r
ow
)
河
の
各
流
地
鮎
に
あ
わ
G
｡W
･R

地
道
に
よ
っ
て
ク

オ

-
ッ
ク

(W
a
rw
ic
k
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の
西
南

一
五

哩
の
鷹
は
あ
る
｡
閃
市
は
金
曜
日
.
人
口
二
千
飴
｡

乙
の
町
か
ら

フ
レ
デ
-
ッ
ク
｡
ビ
ー
チ
ャ
ふ
｡パ

デ
ッ
ト
･

シ
ー
モ
ア

(F
re
d
eri
ck

B
e
au
ch
a
m
p

P
a
g
et
S
ey
･

m
ou
r)
は
バ
ロ
ン
･
オ
ー
ル
ス
タ

(B
a
r
o
n

A
tcesteT)

(
一八
二

一～

九
五
年
)
の
柄
淡
を
碍
ね
｡

一
八

六
〇-

六

-i
年
の
マ

オ
リ
戦
争
(M
a
ori
W
a
r
)
に
於
で
は

陸
戦

隊
の
水
兵

一
旅
団
を
指
揮
し
七

一
八
八

二
年
の
ア
レ
キ

サ
ン
ド
リ
ア
(A
lexan
d
ria
)
砲
撃
は
際
し
て
は
地
中
海

艦
隊
を
指
揮

し
た

｡
ア
レ
キ
サ
ン
ド
-
ア
砲
撃
の
勅
功

に
ょ
-
男
宙
を
授
け
ら
れ
二
常
五
千
概
を
下
賜
r
uれ
た

が
､
其
死
後
今
日
ま
で
rJ
の
栴
舵
は
断
種
し
て
ゐ
る
0

考

(
十
二
)瀧

ノ

規

一

オ
ー
ル
ポ
ロ
(A
ld
bor
ough)｡

基
蘭

ヨ
ー
ク
シ
ア

(York
shi
re)
の
ウ
エ

ス
ト
｡ラ
イ
デ
ン
グ
(W
est
R
id
･

in
g

)
にあ
る
村
落
o
L
N
E
R
地
道
の
ポ
ロ
ブ
リ

ッ
デ

(B
or
o
u
g
h
b
ri
d
g
e
)

停
車
場
よ
-
光

一
哩
､

ヨ
ー
ク

(Y
o
r
k
)

よ
り
十

六

哩
の
距
離
に
あ
-
'

エ
-
ず
べ
ス

女
畠
の
時
代
か
ら

1i
八
三
二
年
ま
で

一
村
落
は
拘
ら
ず

二
人
の
代
議
士
を
逃
出
し
て
ゐ
ね
｡
乙
の
地
に
は
紀
元

一
世
紀
頃
は

ハ
ム
.'Jl
(岩
u
m
b
e
r)
河
以
北
の
地
方
を
占

接
し
て
ゐ
ね
ブ
-
ガ
ン
チ
ス

(B
rig
a
ntes)
と
栴
す
る

民
族
の
首
府
イ
ス
-
ア
ム
(Isu
ri
u
m
)
の
遺
跡
が
あ
る

の
で
有
名
で
あ
る
｡

オ
ー
ル
ド
ポ
ロ
(A
td
e
b
u
Tgh
)
｡

ま
ね

A
tdborou･

g
h
と
綴
る
｡
英
蘭

サ
フ
ォ
ク
(S
u
哲
1k
)
に
あ
る
市
遭

拳
固
で
あ
ら
海
岸
保
養
地
で
あ
る
.
オ
ー

ル
ド
(Ai
d
e
)

河

口
に
あ
-
､
L
N
E
R
政
道
に
-
つ
て
伶
紋
の
東
北



兼
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哩
の
旺
難
は
あ
る
｡

十
六
世
紀
の
建
造
は
係
る

牛
木
造
の
骨
箱
場
(M
oot
fla
li)
が
あ
る
の
で
有
名
で

あ
る
｡
rJ
の
町
は
許
人
ク
ラ
ブ

(C
rabb
e)
の
誕
産
地

で
あ
る
｡

一
八
三
二
年
は
選
畢
棟
を
密
ほ
れ
た
｡

.I
九

C
八
年
に
ギ
ア
-
ヅ
ト
･
ア
ン
ダ
ス
ン
夫
人
(M
rs･
G
a
r･

rett
A
n
d
e
r
s
o
n
)
を
市
長
は
選
巣
し
た
が
英
蘭
に
於
で

市
長
の
職
む
婦

人
が
と
っ
た
敢
初
の
人
で
あ
る
｡
人
口

約
三
千
｡

オ
-
ル
ド
サ
ム

(Aldenham
)
｡

基
蘭

バ
ー
･L
フ
ォ

ド
シ
ア

(H
ertfor
ds
hir
e)
の

7
村
落
｡
村
の
停
軍
場

エ
ル

ス
ト
-
(E
ist
ree)
か
ら
三
哩
｡

古

い
散
骨
が
あ

-
､

一
五
九
七
年

に
創
設
ru
れ
LJ撃
枚
が
あ
ヵ
二
百
四

十
人
の
見
童
を
収
容
し
得
る
｡

ギ
プ
ス
(G
ib
bs
)
家
は

一
八
九
六
年
に

ヘ
ン
-
･
バ
ッ
ク
ス
｡
ギ
プ
ス
(H
en
ry

H
u
cks
G
ib
b
s

一
八

.1
九
-

一
九
〇
七
年
)
は
男
爵
を

授

け
ら
れ
ね
際
村
名
'<BJ
以
て
男
侍
の
栴
魂
と
覆
し
た
｡

こ
の
人
は
禿
婁
な
る
倫
敦
の
商
人
で
あ
-
堅
い
数
骨
信

者
で
保
守
濃
員
で
あ
っ
た
｡
第
二
代
の
男
爵
は
倫
敢
市

よ
-
選
出
n
れ
ね
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
(U
n
io
nist)
の
代
講

他
非
蛾
稜
の
地
名
考

士
(
7
八
九
二
-

一
九
〇
六
年
)
で
あ
っ
た
｡

オ
ー
ル
ダ
リ
･
温
.ソ
ヂ
(A
ld
er
le
y

E
dg
e
V｡

基
蘭

チ
エ
シ
ア
(C
h
esh
ire
)
の
都
骨

住
宅

地
置

｡

マ
ン
チ
ェ

ス
ク
(罵
an
ch
e
ste
r)
の
薯
業

家
等
の
住
宅
筒
で
あ
･Jl
､

ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
(S
to
c
k
p

ort)の
西
南
八
哩
の
距
離
に

あ
っ
て
L
M
s
地
道
の

沿

線
にあ
る
｡
乙
の
地
名
は
銅

紫
及
び
鎗
躯

を
庶
出
す
る
丘
陵
の
山
蕗
は
よ
っ
て
つ
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

オ
ー
ル
ダ

ニ
(A
ld
eTne

y

)
｡

沸
語
に
て
オ
ー
ヅ
こ

(
A

u
ri
g
n
y
)
と
呼
ば
れ
披

典

語
ほ
て
は

リ
ヅ
ナ
(R
idu
･

n
a
)
と
種
せ
ら
れ
た
島
で
あ
り
て
p
黄
海
峡
島
唄
(C
h
a
･

n
n
el
lstan
d
s
)
の
最
北
の
島
で
あ
る
｡
面
積

二
九
六

二
エ
ー
カ
に
し
て
島
の
長
さ
四
哩
､
幅

一
牡
牛
｡
酉
海

岸
沖
に
は
危
険
在
る
を
以
て
名
の
聞

え
て
ゐ
る

カ
ス

ケ
ッ
ト
岩
礁

(C
a
sq
u
et
R
o
ck
s)
が
あ
ヵ
そ
れ
に
三
つ

の
燈
基
が
あ
る
｡
酉
及
び
南
に
は
懸
崖
絶
壁
が
あ
-
そ

の
敢
高
瓢
は
三
〇
六
択
あ
-
､
土
地
は
そ
の
絶
壁
よ
-

北
及
び
兼
は
向
つ
て
漸
次
傾
斜
し
藩
に
砂
渚
の
轡
と
在

っ
て
ゐ
る
.
麻

に
は
セ
イ
ン
ト
･
ア
ン
(S
t.
A
n
ne
)

と

三完

六
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鮮
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.I
容

云
ふ
昭

一
つ
の
都
骨
が
あ
わ
'
比
の
中
央
に
任
し
て
屠

る
｡
閥
王
よ
-
任
命
の

一
裁
判
官
及
び
島
民
よ
カ
選
出

の
十
八
人
の
代
表
者
に
よ
っ
て
島
の
政
治
が
行
ば

れ
て

ぬ
る
｡
,J
の
島
は
兆
問
徹
に
し
て
同
じ
-
基
海
峡
の
第

二
化
の
大
p
Jrb
で
あ
る
島
ダ
ー
ン
ジ

(G
ue
rn
sey
)
紘

附
屈
し
て

ゐ
る
｡
仰
舗
西
語
を
以
て
公
用
語
と
な
し
英

語
は
島
民
の
半
数
の
用
語
で
あ
る
｡
オ
ー
ル
ダ
ニ
種
と

桐
す
る
小
柄
の
優
良
種
の
牝
牛
の
産
出
を
以
で
有
名
で

あ
-
島
の
財
源
は
審
ら
rJ
の
牝
車
に
ょ
っ
て
ゐ
る
O
人

目
千
五
宵
飴
｡

オ
ル
タ
､ン
ヨ
り
ト
(A
td
e
r

shot)｡
共闘
ハ
ム
ブ
シ

ア
の
都
骨
的
地
方
｡
サ
-
(
S

urrey
)

と
.バ
ー
ク
シ
ア

(
B

e
rk
sh
ire
)

二
州
の
境
鼎
に
あ

ら
サ

ザ
ン
政
道

(
S

outhern
R
ty
)
は
よ
っ
.V
倫
敦
の
因
循
三
四
哩
の

地
は
あ
-
一
八
五
五
年
以
凍
永
久
的
陸
軍
陣
地
を
赤
間

し
て
ゐ
る
｡
陣
地
は
三
戦
列
に
別
も

マ
ー
ル
ボ
ロ
戦
列

(M
a
rtborGu
g
h
L
in
es)
ス
タ
ナ
ッ
プ
戦
列

(S
tan
･

h
ope
L
i
nes)及
び
ク
エ
-
ソ
ー
ン
放
列
(W
ellin
gt
on

Li
nes)
と
な
す
｡
陣
地
に
は
長
倉
の
他
に
機
械
工

場

堺
田
雛

望〇

六

八

一
枚
士
官
及
･び
幹
部
附
士
官
の
宿
舎
が
あ
-
其
他
散
骨

撃
枚
病
院
及
び
運
動
場
が
あ
る
｡
ま
ね

一
般
薗
撃
の
研

究
所
､
獣
醤
聾
研
究
所
及
び
そ
れ
等
の
専
門
的
訓
練
所
､

飛
行
機
､
飛
行
船
p
侶
批
'
料
排
及
び

一
般
軍
需
晶
供

給
は
陶
す
る
設
備
が
あ
る
｡

フ

ァ

ー
ン
ポ
ロ
(F
arn
･

b
orou
g
h
)

は
前
記
の
マ
ー
ル
ボ
ロ
戦
列
の
所
在
地
で

あ
っ
て

聯
隊
本
部
が

あ

-
も
と
航
蛋
隊

(R
oy
al
A

ir

F
orce
)

の
本
部
で
あ
っ
た
｡
附
鑑
は
あ
る
ラ
フ
ア
ン

ス
｡
プ
レ
ー
ン
(L
a

抽
an
.s
P
tai
n
)
及
び
シ
ー
ザ
ス
･

キ
ャ
ン
プ
(C
easar

.

s
C
a
m
p
)

は
サ
タ
は
あ
る
ア
ッ

シ
ュ
(A
s
h
)

と
北ハに
約
七
〇
平
方
哩
の
兵
僚
陣
地
地
帯

内
に
あ
-

ア
ッ
シ
ュ
に
は
射
撃
場
が
あ
る
.

一
九

1
四

年
八
月
に
価
蘭
酉
に
向
っ
て
最
初
の
遠
征
師
岡
が
迭
卓

出
n
れ
ね
の
は
乙
の
オ
ル
グ
シ
ョ
ッ
ト
か
ら
で
あ
る
O

乙
の
地

園
は
ま
ね
遊
撃
匿
を
覆
し
試
食
は

一
名
の
代
祷

士
を
選
畢
す
る
｡
人
口
約
二
常
九
千
｡

オ
ー
ル
ド
ギ
り
Ei
(A
ld
g
ate)
｡

倫
敦
市
(C
ity
of

L
on
d
on
)

の
∴
筒
の
名
で
あ
･q
ま
ね
町
名
で
あ
る
｡

TJ
の
町
は
フ
エ
ソ
チ
ャ
ー
チ
街
(F
enchu
TCh

St
reet)



と
ホ
ワ
イ
-
チ
ャ
ペ

ル
(
W
h
itech
a
p
e
こ

と
を
粍
付
け

て
ゐ
る
｡
胎
教
市
即
ち

シ
チ
(C
ity)
と

栴
せ
ら
れ
る
懲

倫
敦
の
兼
職
に
門
が
あ
っ

Lu
が

一
六
〇
六
年
は
破
壊
さ

れ
そ
の
後
灘
建
r
uれ
た
｡
敢
後
に

一
七
六

1
年
に
取
除

か
れ
今
日
薦
門

の
遺
物
と
し
で
は
ポ

ム
プ
が
あ
る
｡
fJ

の
ポ
ム
プ
は
永
年
水
を
夜
-
し
て
ゐ
た
が

1
九
〇
八
年

以
雄
給
水
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
｡
市
に
は
北
門
が
あ

-
rJ
紅
を
オ
ー
ル
ダ
ス
ゼ
ッ
ト

(Al
d
ersg
a
te
)
と
栴

し
た
｡
今
日
で
は
シ
チ
内
の
セ
イ
ン
ト
｡
マ
ル
チ
ン
ス
･

γ
｡
グ
ラ
ン
ド
(S
t.
M
a
rtin
'S･1e･G
ran
d
)
か
ら
ゴ
ス

ウ
ェ
ル

･
ロ
ー
ド
(G
osw
elt
R
oa
d)
に
北
に
向
っ
て

走

っ
て
ゐ
る
術
路
の

名
術
と
夜
-
菅
の
門
は
術
路
の
商

刷
に
あ
る
｡

一
六

一
八
年
は
革
紐

ruれ
倫
故
大
火
は
大

願
し

1
七
六

.i
年
に
盆
-
除
去
n
れ
ね
.

オ
-
ル
ド
ゥ
宵
ツ
タ
(Al
d
wi
c
k
)

｡

茶
園
サ
セ
ッ
ク

メ
(S
u
ssex
)
に
あ
る
海
岸
の
村
群
｡

パ
ガ

ム
(P
a
g
h
am
)

故
障
は
あ
-
ボ
グ
ノ
ア
(B
og
nor)
の
閣

一
哩
草
ば
か

-
の
塵
は
あ
る
｡
乙
1
ほ
ク
レ
イ
ダ
ウ
エ
ル
｡
ハ
ウ
ス

(C
rai
g
w
eit
H
o
u
se
)
と
栴
す
る
舘
邸
が
あ
-
唯
男
昏

世
卯
職
級
の
地
窮
考

サ
ア
･
ア
ー
サ

･
ヅ

･
ク
ロ
ス
(S
ir
A
rth
T
d
u
C
ros,I

B
art
.)
の
所
有
は
係
-

一
九
二
九
年
閉
ま
',,h
ヨ
ー
ジ
陛

下
が
病
束
回
復
の
薦

め
に
乙
の
舘
に
数
ヶ
月
保
養
さ
れ

た
の
で
無
名
の
海
横
付
が

一
躍
し
て
有
名
は
在
っ
た
｡

オ
ー
ル
ド
ウ
イ
ーソ
争
(A
ld
w
5,Ch
)
｡

1
九
〇
五
年
十

月
十
八
日
間
王

ユ
ド
ゥ
オ
ド
(K
in
g
E
d
w
a
r
d)
七
世

に
よ
っ
て
新
街
路
の
開
通
式
を
単
行
さ
れ
た
倫
敦
,H
妥

術
.
乙
の
術
路
は
ス
-
ラ
ン
ド
(S
tra
n
d
)

に
由
っ
て

凹
形
に
轡
曲
し
束
は
セ
イ
ン
ト

･
ク

レ
メ
ソ
･1
･
.デ
ー

ン
ズ
(S
t.
C
lem
en
t
D
a
n
es)
附
近
で
ス
ト
ラ
ン
ド
は

人
身
酉
は
新
築
の
ゲ
イ
エ
チ
劇
場
(G
aie
t
y･
T
h
eatre
)

の
庭
で
入
っ
て
居
-
､
ス
ト
ラ
ン
ド
と
の
中
間
に
は
島

の
如
-
孤
立
し
た
建
物
の
ブ

ロ
ッ
ク
が
あ
る
｡
町
名
の

起
原
は
乙
の
虞
に
あ
っ
た
オ
ー

ル
ド
ウ
ィ
ッ
チ
と
栴
す

る
菅
の
丁
故
人
居
留
地
よ
わ
由
雄
し
菅
は
ウ
ィ
ッ
チ
稗

(W

ych
Stre
e
t)
と
科
し
て
ゐ
カ
が
'
こ
れ
と
並
行
は

走
っ
て
ゐ
ね
ホ
-
ウ
エ
ル
術
(H
o
lyw
e
il
S
treet
)

1

名
本
屋
町
(B
ook
sellers.
R
ow
)

と
共
に
稗
路
改
良
の

為
め
に

一
掃

ruれ
た
｡
オ
ー
ル
ド

ウ
ィ
ッ
チ
に
は
ク
オ

空
1

六

九



地

球

節
二
十

]
懇

ル
ド

ル
フ
｡
ホ
テ

ル
(
W
al
d
o
rf
H
ote
l)

ス
ト
ラ
ン
ド

劇
場

(S
t
ran
d

T
h
e
a
t
re
)

オ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ッ
チ
劇
場

(A
ld
wy
c
h
T
h
e
a
tre)
及
び

ブ
ッ

シ

ュ
･
ハ

ウ
ス

(
B

ush
f
I
o
use)
が
あ
る
｡
ま
た

1
九

二
年

に

創
設

rb
れ
ね
オ
ー

ル
ド

ウ

ィ
ッ
チ

･
ク
ラ
ブ
(

A
td
w
y
c
h

C
一u
b
)
が
あ
る
｡
乙
の
ク
ラ
ブ
は
鹿
骨
業
者
の
乱
交

ク

ラ
ブ
で
あ
る
○

ア
E3
ン
リ

ン
(A
lencon)｡
構
図
の
都
骨
｡
オ
ル
ヌ

(0
rn
e
)
腺
の
首
府

｡
サ
ー
ト
(S
a
rth
e
)
河
畔
に
あ

-
政
道
.fJ,よ
っ
て
コ
ー
ン
(C
a
en
)

の

甫
々
兼
六
七
哩

の
塵
に
あ
る
｡
ゴ
シ

ッ
ク
式
の

ノ

ー
ト

ル
･
ダ
ー
ム

(
NotreD
a
m
e
)
致
骨
が
あ
-
十
六
世
紀
の
建
築

で
あ

る

｡
市縛
を
取
囲
む
城
壁
は
其
上
を
通
路
と
覆
さ
れ
.

城
の
遺
物
で
あ
る
二
佃
の
塔
は
十
五
世
紀
9
.も
の
で
あ

っ
て
今
日
は
牢
獄
と
し
て
使
用
さ
れ
て
居
る
.
名
産
と

し
て
レ
ー
ス
が
あ
-
水
晶
及
び
石
基
が
あ
る
.
fJ
の
光

棒
あ
る
石
英
は
ア
ロ
ン
ソ
ン
･
ダ
イ
ヤ
巧
ン
ド
と
桁
せ

ら
れ
て
お
る
｡
織
物
及
び
穿
枠
順
等
の
製
造
あ
れ
ど
も

今
=
で
は
産
業
は
耽
し

王
糞
徹
し
て
ゐ
る
｡
人
口

一
笛

節
E
I雛

三

二

七

C)

六
千
飴
｡

こ

の
町
名
は
屡
傭
問
の
王
族
の
人
々
の
太
公

宙
の
栴
能
と
在
っ
て
居
-
ル
イ

･
ブ
イ
-
ツ
プ
(L
ou

is

P
h

itip
p
e
)

の
孫
フ
エ
ル
ヂ
ナ
ン
ド
(F
erd
in
a
n
d
)

は

ア
ロ
ン
ソ
ソ
太
公
と
柄
せ
ら
れ
た
敢
後

の
人
で
あ

る
｡

ア
レ
ッ
ポ
(
Al
e
p
p
o
)
.

希
臓
語
ほ
て
は
rrt
p
イ
ア

(B
ero
ea)
ア
ラ
ビ

ア

譜

ほ
て
は

ハ
レ
ブ
(H
al
eb
)
と

栴
す
る

シ
-
ア
の
都
骨
｡
ア
レ
ッ
ポ
州
の
首
府
｡
州
の

面
積
は

三

三
･
四
三
〇

平
方
哩
｡
ク
ウ
ェ
イ
ク

(K
u
･

w
eik
)
河
の
構
批
む
う
け
て
ゐ
る
肥
沃
の
野
は
あ
･Jl
地

中
梅
よ
-
は
七
〇
哩
の
距
離
は
あ
る
｡
ア
ダ
ナ

･
ダ
マ

ス
カ
ス
蛾
道

(A
d
an
a
･D
a
m
a
sc
us

R
ty･)
に
ょ
っ
て
到

達
し
縛
る
｡

ア
レ
キ
サ
ン

ド

レ

ッ

ク
(A
lex
a
n
d
re
tta)

港
に
よ
っ
て
痢
汎
在
る
貿
易
が
行
は
れ
貿
易
品
は
主
と

し

て銅
木
綿
･尊
宅
･象
眼
細
工

｡
製
革
晶
･
毛
布
粗
･石

鹸
｡鹿
草
｡敷
板
･油
叛
･葡
碕
酒
及
び
発
寒
で
あ
る
｡
市

内
に
は
中
世
の
城
塞
砲
基
が
あ
-
数
個
の
立
派
を
同
数

寺
院
が
あ
-
種
々
夜
宗
教
的
活
動
の
中
心
で
あ
る
O

J'1

レ
ス
ク
イ
ン
･
シ
-
ア
ン
戦
役

(P
al
e
stin
e
･

Sy
r
ia
n

C
a
m
p
a
ig
n
)
に
於
で

.i
九

一
八
年
十
月
二
十
六
日
に
英



軍
は
よ
っ
て
占
接

さ
れ
た
｡
人
口
二
十
五
寓
｡

ア
レ
サ
ン
ド
リ
ア

(A
lessa
nd
ri
a)
｡

伊
大
利
の
都

市

｡
タ
ナ
ロ
(T
a
na
ro)
河
畔
に
あ
カ
地
道
に
ょ
っ
て

チ
ユ
㌢
ン
(T
u
r
in
)
の東
南
東
五
六

哩
に
あ
る
｡
ア
レ

サ
ン
ド

-
ア
州
の
首
府
で
あ
-
肝
正
の
屠
宅
地
で
あ
る

乙
の
都

市
は

一
二
ハ
八
年
に
建
設
ru
れ
法
王
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
(P
o
pe
A
tex
and
e
r)

三
世
の
名
を
と
っ
て
命
名

さ
れ

た
｡
今
日

の
伽
藍
の
建
物
は

一
八
二
三
年
以
雄
の

も
の
で
あ
-
ア
カ
デ
ミ
は

一
五
六
二
年
の
創
設
で
あ
る

戴
鑑
交
通
上
重
婁
在
る
交
叉
瓢
で
あ
-
製
造
晶
と
し
て

マ
カ
ロ
ニ
｡-
ン
ネ
ル
瓶
｡絹
物

｡
羊
毛
晶
及
び
蝋
燭
が

あ
る
｡
人
口
八
寓
五
千
｡
州
の
面
積

二
九
六
〇

平
方

M
七〇ア

抄
.ブ
シ
牙
(A
]essio)
O

ア
ル
バ
ニ
ア

(A
tbania)

の
都
骨
｡
土
着
の
人

々
は
リ
エ
シ

ユ

(L
jteSh)
と

呼
び

古
代
人
は
-
ス
サ
ス

(L
issu
s)

と
呼

ん
だ
｡
ド
-
ン

(D
Tin
)
河
の
左
岸
に
あ
っ
て
河
口
に
近
-
p
ス
ク
ク

リ

(Scutari)
の
兼
酉

.i
七
哩
許

-1
の
虞
に
あ
る
｡
凝
馬

力
ト
-
ツ
ク
数
の
僧
正
の
居
宅
地
で
あ
る
｡
欝

一
次

6,,

世
界
職
級
の
地
名
考

ル
カ
ン
戦
争
中

.i
九

7
二
年
十

一
月
五
日
に
は
セ
ル
ビ

ア
軍
及
び
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
軍
に
よ
っ
て
占
接
さ
れ
､
世

界
大
戦
は
於
で
は

一
九

一
六
年

一
月
二
十
六
日
襖
固
軍

に
よ
っ
て
古
接
さ
れ
､

.i
九

一
八
年
十
月
二
十
七
日
に

は
伊
簡
革
に
よ

っ
て
古
接
さ
れ
ね
が
平
和
回
復
後
ア
ル

バ
ニ
ア
に
選
附
さ
れ
た
｡
人
口
三
千
五
百
｡

ア
レ
ツ
手

品

(A
letsch
)
｡
瑞
閏
は
あ
る
氷
河
で
あ

与
瑞
蘭
の
水
野
中
敷
大
な
る
も
の
で
あ
る
｡
主
と
し
て

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
(Y
u
n
g
fr
au
)
峰
及
び
ア
レ
ヅ
チ
エ
ホ

ー
ン
(Al
et
sch
h
orn
)
峰

よ
-
の
雪
に
ょ
つ
で
形
成
さ

れ
ベ
ル
ン
･
ア

ル
プ
ス
(B
ern
ese
A
Ip
s)
の
商
科
宙
に

あ
っ
て
殆
ど

l
三
哩
の
延

長
が
あ
る
｡
ベ
ル
ン
｡
ア
ル

プ
ス
中
第
二
位
の
敢
高
峰
で
あ
る
ア
レ
ツ

チ
エ
-
ホ
ー

ン
は
高

さ
一
三
･
七
二

一
沢
で
あ
る
｡

ア
リ
サ
ン
ア
ン
群
島

(Al
eu
tian

lsland
s)
｡

一
名

カ
ザ
-
ン
｡
ア
-

キ

ぺ
-

ゴ
ク
(C
ath
e
rin
e
A
rchi･

p
etag
ou
)｡
ア
ラ
ス
カ
･(A
task
a)
の
酉

へ
轡
曲
を
覆

し
て
連
る
宵
五
十
飴
の
島
唄
の
連
鎖
で
あ
る
｡
群
島
の

大
牢
は
北
米
各
衆
問
の
領
土
で
あ
る
ア
ラ
ス
カ
は
属
し

三

三

七

一



地

球

第
二
十

1
巻

土
地
は
不
毛
で
岩
布
地
で
あ

ゎ
多
-
の
火
山
を
有
し
或

る
者
は
活
火
山
で
あ
わ
､
あ

る
者
は
休
火
山
で
あ
る
0

俳
民
は
主
と
し
て

エ
ス
キ
モ
人
種
の

7
分
派
で
あ
る
ア

-
ユ
ト
(A
te
ut
)
族
で
あ
り
,王
と
し
て
布
臓
敦
骨
の
侶

者
で
あ

る
｡

一
九
二
八
年
七
月

マ
ッ

ク

ラ

ヅ

ケ
ン
｡
ス
ト
ー
ル

へLW
c
C
rack
en
･St
olt)
遠
征
隊
は
群
島
中
の

山
島
に
あ

る

轡
煙
の
頂
上
に
於

で
石
器
時
代
の
人
間
の
遺
骸
を
磯

風
し
た
｡
三
人
の
成
人
者
と

一
人
の
幼
鬼

の
木
乃
伊
化

し
た
遺
骸
で
あ
る
｡
そ
の
遺
骸
の
衣
服
は
完
各
に
保
有

さ
れ
そ
の
他
木
製
の
棺
.
家
庭
用
器
具

｡
狩
猟
用
武
器

及
び
他
の
附
属
晶
が
よ
-
保
有
さ
れ
tJ
ゐ
な
の

を磯
見

し
た
○

ア
レ
串
サ
ン
ド
ラ
ム

レ
ス
(A
texan
d
r
a
P
a
ta
c
e)
｡

伶
敦
は
あ
る
娯
楽

地
｡
ア
レ
キ
サ

ン
ド
ラ

･パ
ー
ク
内

は
あ
-

マ
ス
ウ

エ
ル
丘

(民
u
sw
e
Z1
H
itt)
上
に
あ
る
｡

今
日
の
建
造
物
は
弗
鍵
に

係
る
も
の
で
あ
っ
て

1
九

C
)

一
年
五
月
は
公
開
さ
れ
た
｡
面
積
約
七

エ
ー
カ
｡
グ

ラ

ン
ド

｡
ホ
ー

ル
(G
r
an
d
H
al
l)

は

LI
寓

二
千
人

の収

容
力
h
l有
し
オ
ー
ケ
ス
ー
ラ

は
二
千
人
を
容
序1
る
ほ
足

解
桝
班

三

四

七
二

る
｡

音
楽
堂
(C
onceTt
fIal
))
は
三
千
五
百
人
を
容
れ

る
乙
と
が
出
来
p
劇
場
は
三
千
人
を
容
れ
る
こ
と
が
出

来
る
.
公
園
の
面
積
は
四
八
〇

エ
ー
カ
で
あ
り
内
に
競

馬
場
が
あ
る
｡

ア
レ
串
サ

ン
ド
レ
ッ
ク
(Al

e
x
a
n
d
r
e
th
)
｡

北
シ
リ

ア
の
海
港
｡
士
其
古
語
ほ
で

は

イ

ス

カ
ン

デ

ル

ン

(Isk
and
erun
)

と
晒
し
そ
れ
よ
り
糖
訳
し
て
ス
カ
ン

デ
ル
-

ン
(Sk
a
nd
e
TO
On
)

と
も
呼
ば
れ
て
ゐ
る
0
ア

レ
キ
サ
ン
ド
レ
ッ
ク

轡
の
東
岸
は
あ
･D
ア
レ
ッ
ポ
よ
わ

の
西
北
七
哩
で
あ
る
｡
古
代
に
は
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
.

ァ
ド

｡
イ

ス
ス
ム
(A

iex
a
nd
T
ia
a
d
fssu
m
)
と
呼
ば

れ
て
ゐ
ね
｡
紀
元
前
三
三
三
年
イ

ス
ス

(Z
ss
us)
河
畔

に
於
で
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
大
帝
が
勝
利
を

得
た
の
で
記
念

の
為
め
は
大
帝
に
よ
っ
て
命
名
n
れ
ね
の
で
あ
る
｡
世

界
大
我
は
於
千
は

一
九

一
八
年
十

1
月
九
日
共
沸
罫
に

ょ
っ
て
古
櫨
n
れ
ね
｡
ア
レ
ッ
ポ
の
薦
め
の
重
要
在
る

港
で
あ
･a
港

と
し
で
は
好
適
在
る
碇
泊
所
を
有
し
多
忙

在
る
商

業
の
中
心
地
で
あ
る
｡
人
口

一
寓
五
千
〇
ア
レ

キ
サ
ン
ド

レ
ッ
ク
地
域
は
狗
漉
せ
る

一
州
と
し
て

山
九

二
六
年
の
三
月
に
そ
の
掲
歳
計
品
且
言
r
uれ
ね
0


